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E置a翠ヨ墨壷
(9月末現在〕ー前月比
人口 56，343 (+144) 

(男27，225 (+ 74) 
女 29，118 (十 70)
世帯数13，404(+ 27) 
出生 50 転入 380
死亡 16 転出 270
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農道を舗装
最近、農作業が機械化され、作業能率

もずい分あがるようになりました。そ

こでこれからは農道の改良が課題とな

ってきています。

鈴田の白鳥地区と福重の矢土地区では

市の単独補助をうけ、 農道の舗装を行

ないました。

【白鳥農道】 (写真戸上)巾=2.5メート

ノレ延長200メートル 総工費34万9千円

E矢上深山農道】 (写真=下〉巾=2メ
ートノレ 延長=250メートル 総工費=

33万2千円

植松住宅できる
植松住宅がこのほどできあがりました。

これは簡易耐火構造平家建で、間取りは6~I占

4.5帖、 νャワ一室となっています。この植
松住宅団地には、県営市営をあわせてすでに

80戸ができあがっており、 42年度までに118
戸ができあがることになっています。
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ママ マ
なラ五送締す未稿応男ニ
キブ八り切。発用募女十
、へ大先 表紙 規 、二
村十の二定才
ラ市二 も 十 ' 未
イ内月 の枚四 、j奇
オ西十 に以百 三の
γ 本日 限内字青
ズ町ま りで詰 、 ζ少
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お
し
ら
せ

口
口
口

造
林
毘
苗
木
の

申
込
受
付

口
口
口

造
林
用
の
苗
木
の
巾
込
を

つ
ぎ
の
と
お
り
受
け
つ
け
ま

す
の
で
、
造
林
を
計
画
し
て

い
る
方
は
お
忘
れ
な
く
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
予
約
金
一

本
に
つ
き
三
円
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

昭和41年11月1日

、救急車む目見え、
消防署に救急車が配備され、 11月1日から

市民みなさんのけがや急病の場合の搬送の救

急業務を始めました。 救急車が出動するのは

そ交通事故ミ ミ労働災害事故ミ Mすぐ病

院に運ばなければ生命にかかわるような急病

ミ例へば異常分娩、ガス中毒、服毒、マムシ

にかまれたようなときなどとなっています。

このような事故が発生したときは、すぐ

il19J へ電話しましよう。
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期 日 |時 間 |場
所 !

一日lぃ…松原出張所
1/ 1/ I 13.00 -14.00 福重出張所

山口 |10凹~川叩i大村・竹松・西大村
1/ 1/ I 13.00 -14.00 各森林'組合

山

1/ 1/ I 13.00 -14.00 鈴田出張所

ーミ食糧消費総合調査ミ

11月4日から 5日間、
全国的に食事や食品の買

い方を調べる日本人の食

生活調査があります。調

査世帯に選ばれた方はご

協力をお願いします。

行口
政口
書口
士
口の
口試
口験

受
験
資
格

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も

の
、
そ
の
他
大
学
受
験
資

格
の
あ
る
も
の

一一一 新年名刺交換会の申込

恒例の名刺交換会をつぎのとお り行

ないます。参加を希望される方は、

会費200円をそえて、 11月初日まで
に大村市役所総務課に申し込みくだ

さい。

日時

場所

昭和42年1月1日午前11時
大村市中央公民舘

② 
担て国
当行又
し政は
た事地
も務方
のを公
三務
年員
以と
上し

J了

亡き父や子の霊前に
秋の長崎県砲園者慰霊祭が、 10月初日午前10
時30分から三城忠霊塔でおごそかに行なわれ
ました。この日、県下各地区から約7.000人
の遺族が集まり、亡き父や子の霊安かれと祈

りましfこ。

、ミb
申
込
願
書
、
履
歴
書
、
写
真
な

ど
を
十
一
月
八
日
ま
で
に
県

総
務
部
地
方
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
県
の
地

方
課
へ
問
ひ
あ
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。口口
口

平
和
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

口
口
ロ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

「
平
和
は
可
能
で
あ
る
」
を

テ
l
マ
と
し
て
論
文
を
募
集

し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
来
年
一
月
十

五
日
現
在
、
十
四
才
以
上

く
わ
し
い
こ
と
は

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

鈴田出張所 8日 9.30 -15.30 
十 竹松出張所 9日 9.30 - 15.30 
一今村公民舘 14日 9. ou - 11.00 
月 三浦診療所 14日 13.00 -16.00 
の 福重出張所 15日 9.30 - 15.30 
母 黒木小学校 16日 9.00 - 11. 00 
子 萱瀬出張所 16日 13. '00 - 16. 00 
検 松原出張所 21日 9.30-15.30 
るロsふ， 
荒瀬公民舘

午七
場後日日 菊口
所在三時 の口
中まる十 花口
央で午ー の
公 前月口展
民 八四日示
舘時日〔全

かか~~

らら

'<， 
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口
口
口

中
小
企
業
機
械
貸
与
金

の
申
込
を
受
付
げ
ま
す

口
口
口

マ
申
請
者
の
資
格

①
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
の
貸
付
対
象
業
種
に
属

す
る
企
業
(
建
設
業
、
商

業
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
を
除

く
)

②
従
業
員
二
十
人
以
下
の
企

業
(
た
だ
し
、
従
業
員
二

十
一
人
以
上
五
十
人
以
下

の
中
小
企
業
の
場
合
は
特

定
の
基
準
に
よ
り
適
当
と

認
め
ら
れ
る
企
業
)

③
過
去
二
事
業
年
度
の
平
均

昭和33年4:月22日第三種郵便物認可
大村市政だよ(3) 

計量器:の定期検査

一計量法の定めるところにより、次の日程で

「はかり」の定期検査を有ないます。日常、商 1

取引や証明等に使用している「はか りjをお持 l

ちの方は必ず検査を受けて下さい。

なお、検査終了後に立入検査をすることにし

ています。
日程 利

益
が
三
百
万
円
(
税
引
)

以
下
の
企
業

④
当
年
度
に
中
小
企
業
設
備

近
代
化
資
金
の
貸
付
を
受

け
て
い
な
い
企
業

マ
貸
与
設
備
の
限
度

二
十
万
円
以
上
六
百
万
円

の
設
備
額

マ
貸
与
期
間
措
置
期
間

を
含
め
二
年
以
上
四
年
半

以
内

マ
手
数
料

年
間
で
設
備
価
-

格
の
残
額
の
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
毎
年
初
め
に
徴
収
す

マ
ハ
)

マ
保
証
金

貸
与
設
備
価
格

の
十
パ

ー
セ
ン
ト
を
徴
収

ど

す
る

マ
申
請
書
の
受
付
期
間

十
一
月
十
五
日
ま
で

な
お
、
く
わ
し
い

こ
と

は
市
の
商
工
水
産
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

口
口
口

バ
イ
ク
な
ど
公
売

口
口
口

市
役
所
で
い
ら
な
く
な
っ

た
物
件
を
次
の
要
領
で
公
売

し
ま
す
。
買
受
を
希
望
さ
れ

る
方
は
当
日
印
鑑
を
持
っ
て

お
集
り
く
だ
さ
い
。

ム
公
売
日
時

十
一
月
八
日

ム
公
売
場
所

午
後
一
時

大
村
市
役
所

l実 施 時間 (
I 10 .00~ 12.00 

I 13.30~ 16.00 

i 10.00~ 12.00 

I 13.30~ 16.30 

10.00~ 16.00 

10.00 ~16.0。

10.00~ 16.00 

10.00~16.00 

10. 30~ 12.00 

13.30~ 16.00 

10.00-12.00 

13.30-16.00 

10.00 -16.00 

三 浦出張所

東浦病院

鈴田出張所

国立病院

西大村出張所

中央公民舘講座室

市役所

竹松出張所

萱瀬出張所

農協萱瀬芳一支所

福重出張所

松原出張所

各事業所

所場方在実日

(11月)7日

8日

実施

9日、10日

11日

12日

14日

15日

1/ 

17日-21日

16日

ユ三74の予防接種
ム該当者生後満6カ月以上のもので接種を
希望するもの

ム接種要領 1週間おきに2回接種

ム料金 ( 1人l回につき〉
6カ月以上l才未満30円 l才以上6才未満
50円 6才以上15才未満70円 15才以上100円

一
般
競
争
入

ム
公
売
方
法

1
い
ふ
か
1

ム
保
障
金

入

礼
金
額
の

百

分
の
五
以
上
の
現
金

八
仏
代
金
納
入

方

法

即

納

ム
公
売
物
件

バ
キ
ュ
ー
ム
車
、
じ
ん
芥

収
集
車
、
バ
イ
ク
、

煙
霧

器
、
柱
時
計
、
本
立
、
担

当
箱
、
書
類
箱
、

な
お
、
く
わ
し
い

こ
と
は

会
計
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ

、ν

4

× 

× 

接種場所 |一 回目 |二回目

三浦幼稚園
鈴田出張所 11月 7日 11月14日
市 役 所

福重出張所
11月 8日 11月15日

東大村小学校
11月16日 |

中央公民舘
11日9日

訪諏公民舘
|苦地i出張所 11月10日 11月17日
黒木市学校

市立病院
11月18日

松原出張所
11月11日

いずれも午後l時30分から 3時30分司
Ji
 

戸
i時

で
ム

ま
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庄亙E弓
た日曜当番医ぷ11月中〉

[ 6日】 藤井内科中央

産婦人科上田内科

目崎外科毛利内科

[13日】近藤内科貞松

外科沢田内科福田

婦人科目川内科

【20日】寺井内科 後藤

婦人科田中内科(古

町) 中島外科原内

科

[27日】東内科松尾外

科松永内科田中内

科(竹松) 桝本内婦

人科

なお、公立病院は、日曜日

でも急患の場合は診療いた

します。

…旧
一軍
人
一軍
一属
…等
…の

年
金
等
…支
給
…処
置
を
改
善
一

年
金
等
の
支
給
処
置
の
取
扱
が
つ
ぎ
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
対
象
者
の
受
付
を
保

険
年
金
課
で
行
な

っ
て

い
ま
す
。

…戦

没

宕

遠

投

与

ば

限

定

特

別

給

付

金

マ
事
実
上
の
継
親
等
の

一法
関
係

処

遇

マ
満
州
(
中
国
の
一
部
)
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日

を

含

む

学

徒

の

処

偶

以

前

に

死

亡

し

た

内

縁
の

日
本
の
陸
海
軍
の
重
要
生
継
親
及
び
入
夫
婚
姻
に
よ

産
事
業
等
に
協
力
し
た
学
る
妻
の
父
母
並
び
に
養
親

生
生
徒
(
引
率
の
教
職
員
で
戦
没
者
と
生
計
を
共
に

を
含
む
)
に
つ
ぎ
の
年
金
し
た
場
合
に
つ
、ぎ
の
年
金

等
を
支
給
す

る

等

を
支
給
す
る

弔
慰
金
ム
遺
族
給
与
金
ム

な

お

前
記
の
者
と
養
子

障
害
年
金
又
は
一
時
金
ム

縁
組
を
し
た
た
め
受
給
権

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
が
な
か
っ
た
配
偶
者
子
孫

昭和41年11月1日

も
養
親
等
が
遺
族
と
な
る

に
と
も
な
い
次
の
年
金
等

を
支
給
す
る

弔
慰
金
ム
遺
族
年
金
ム
遺

族
給
与
金

マ
再
婚
後
死
別
し
た
妻

の
処
偶

昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日

よ
り
二
十
七
年
四
月
二
十

九
日
ま
で
の
聞
に
再
婚
し

周
期
間
内
に
死
別
し
た
妻

父
母
、
祖
父
母
に
対
し
次

の
年
金
等
を
支
給
す
る

た
だ
し
再
婚
の
相
手
の

死
亡
に
よ
り
遺
族
援
護
法

思
給
法
そ
の
他
各
法
(
国

民
年
金
法
を
除
く
)
に
基

く
年
金
、
扶
助
料
、
寡
婦

年
金
等
の
受
給
権
が
な
い

も
の
弔
慰
金
ム
遺
族
年
金
ム
遺

キ
リ
ス
ト
教
と
大
村
藩
①

日
本
で
キ
リ
ス
ト
教
が
布

教
さ
れ
た
の
は
天
文
十
八
年

c
h
S北
)
キ
リ

ス
ト

教
イ

エ
ズ

ヌ
会
宣
教
師

ブ
ラ

シ

ν
ス
コ
・

4
ノ
ピ

叩
エ
ル
が
鹿
児
島
に
上
陸

w

し
て
か
ら
で
あ
る
。

十

町
八
代
藩
主
大
村
純
忠
公

w

は
日
本
で
最
初
に
洗
礼

m

を
う
け
た
大
名
と
い
わ

w

れ
、
純
忠
公
が
最
初
に

m

接
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

山
ル
イ
ス
・
デ
・
ア

ル
メ
イ

m

ダ
は

ゲ
回
目
有
ポ
ル
ト

w

ガ
ル
の
主
都
リ
ス
ポ
ン

刊
に
生
れ
学
業
を
終
え
た

w

後
三
十
四
才
の
頃
東
イ

族
給
与
金

マ
徴
用
軍
属
、
学
徒
等

ハ
準
軍
属
〉
の
処
遇

徴
用
軍
属
、
学
徒
等
の
第

一
款
症
か
ら
第
三
款
症
ま

で
に
対
し
次
の
年
金
等
を

渡 と商シ
りに人ド
大 しとに
友モたし 渡
宗10てり
麟λそ 身医
ととのを者
会後 立、

議日τ或
+本 るい
。にこは

【写
真

H

横
瀬
浦
】

支
給
す
る

障
害
年
金
文
は
障
害
一
時

金
マ
療
養
給
付
受
給
者
に

対
す
る
処
遇

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に @ 

の
援
助
を
受
け
育
児
院
を
設

内

け
自
ら
医
師
、

教
師
と
し
て
叩

鼎
を
と
り
多
大
の
貢
献
を
し

吋

た
。
文
商
人
で
あ

っ
た
彼
は

w

永
禄
四
年

2
h
E
年
)
に
西
川

彼
杵
半
島
の
横
瀬
浦
(
西
海

w

村
)
の
港
を
測
量
し
純
忠
公
m

と
交
渉
の
結
果
、
永
禄
五
年

間

(-gN有
)
七
月
開
港
の
一
切

w

の
承
諾
を
え
た
の
で

一
漁
村
m

か
ら

一
躍
大
村
領
内
で
も
重

山

要
な
港
町
に
成
長
し
た
。
そ
刊

の
間
純
忠
公
は
広
大
な
土
地

ω

を
与
え
て
教
会
を
建
立
し
、
山

布
教
の
自
由
を
許
し
た
の
で

叩

商
人
も
集
り
貿
易
は
盛
に
な

吋

り
、
キ
リ

ν
タ
ン
信
者
が

に
仇

わ
か
に
増
大
し
た
。
永
禄
六

何

年

(-ha舟
)
四
月
純
忠
公

的

は
横
瀬
浦
で
洗
礼
を
う
け
て

w

教
名
ド
シ
・

バ
ル
ト
ロ

メ
オ

と
称
し
だ
。

ザーA

よ
る
療
養
給
付
受
給
者
勺

あ
っ
て
も
次
の
も
の
を
併

給
す
る

障
害
年
金
文
は
障
害
一
時

金

、


